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市
長
の
諮
問
機
関
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
広
く
各
界
の
意
見
を
拝
聴
す
る
目
的
か
ら
、

島
原
市
の
条
例
に
基
づ
き
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
審

議
会
、
委
員
会
等
は
、
現
在
二
十
九
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
か
ら
多
角
的
に
市
の
施
策
に
つ
い
て

論
議
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
長
崎
都
市
経
営
戦
略
推
進
会
議
、
長
崎
サ
ミ

ッ
ト
の
島
原
版
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
こ
の
会
議
は
地
域
の
政
策
形
成
力
を
総
合
的

に
発
揮
す
る
存
在
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
で
き
た

ば
か
り
で
あ
る
の
で
、
本
当
に
そ
う
い
う
力
を
発

揮
で
き
る
か
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
市
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
化
の
強
化
と
市
職
員
の

研
修
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
今
後
も
い
ろ
ん
な
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
各
界
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
審
議

会
、
委
員
会
な
ど
で
活
発
な
論
議
を
い
た
だ
く
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
職
員
一
人
一
人
が

行
政
の
プ
ロ
と
し
て
高
い
専
門
能
力
や
先
見
性
、

洞
察
力
を
持
っ
た
市
役
所
に
な
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
基
本
的
な
能
力
形
成
と
し
て
、
研
修
会
に
は

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
職
員
に
も
督
励
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
と
の
人
事
交
流
も
行
っ
て
い
る
が
、

幅
広
に
い
ろ
ん
な
形
で
の
交
流
も
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　 

商
品
力
の
強
化
の
現
状
と
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
に
は
湧
水
、
温
泉
、
歴
史
、
文
化
、
豊

か
な
農
産
物
な
ど
の
素
材
が
あ
り
、
こ
う
し
た
素

材
は
す
べ
て
ジ
オ
の
恵
み
で
あ
る
。
世
界
が
認
め

た
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
、
新
た
な
視
点

で
付
加
価
値
を
つ
け
な
が
ら
、
商
品
と
し
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
今
後
も
観
光
資

源
の
掘
り
起
こ
し
と
再
発
見
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　
観
光
協
会
で
は
旅
館
組
合
や
タ
ク
シ
ー
乗
務

員
を
対
象
と
し
た
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
研
修
を
毎
年

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
定

期
的
な
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
連
絡
体
制
の
強
化

に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
外
国
語
研
修
は
二
十
四
年
に
開
催

さ
れ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
を
見
据

え
、
毎
週
一
回
、
一
般
と
業
界
を
分
け
て
半
年
間

の
研
修
を
行
う
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
市
の
事
業
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て

　
　
島
原
中
央
道
路
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
八
月
一
日
現
在
、
面
積
ベ
ー
ス
で
九
十
九
・

六
％
、
地
権
者
ベ
ー
ス
で
九
十
九
・
二
％
。
全
線

で
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、

全
長
九
百
五
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
七
百
三
十
九
メ
ー

ト
ル
掘
削
。
十
一
月
の
初
め
に
は
貫
通
す
る
。

　
　
開
通
に
向
け
て
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

課
題
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
二
十
四
年
十
月
ま
で
に
は
全
線
の
供
用

が
で
き
る
よ
う
工
程
を
組
ん
で
あ
る
。
残
り
の
用

地
取
得
も
鋭
意
努
力
さ
れ
て
お
り
、
市
、
国
、
県

と
一
緒
に
な
っ
て
完
成
に
向
け
て
努
力
す
る
。

　
　
開
通
後
の
効
果
や
課
題
、
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
市
内
中
心
部
の
渋
滞
緩
和
、
災
害
時
の
代
替

道
路
の
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

が
、
開
通
後
は
広
域
農
道
を
利
用
す
る
車
が
増
加

す
る
可
能
性
が
あ
る
（
現
在
も
当
初
計
画
の
五
倍
）
。

今
後
も
島
原
道
路
の
早
期
の
全
線
開
通
を
関
係
機

関
と
と
も
に
国
や
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　
国
、
県
へ
の
建
設
要
望
や
陳
情
の
状
況
と
見

通
し
は
ど
う
か
。

　
　
民
主
党
幹
事
長
室
、
地
元
選
出
国
会
議
員
及

び
国
の
関
係
機
関
、さ
ら
に
長
崎
県
知
事
、県
議
会

議
長
に
対
し
て
要
望
を
行
っ
た
。
県
知
事
か
ら
は

計
画
路
線
の
出
平
か
ら
愛
野
間
を
一
刻
も
早
く
着

手
し
た
い
と
初
め
て
の
前
向
き
な
回
答
が
あ
っ
た
。

　
　
出
平
町
―
愛
野
町
の
ル
ー
ト
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
島
原
半
島
地
域
の
交
通
機
能
強
化
検
討
委
員

会
で
、
海
側
、
山
側
、
広
域
農
道
沿
い
の
ル
ー
ト

が
示
さ
れ
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
広
域
農
道
に

沿
っ
た
形
の
可
能
性
が
高
い
。

　
　
消
費
者
対
策
の
現
状
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
　
市
民
の
相
談
等
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
が
、
今
年
四
月

か
ら
島
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
人

員
は
二
名
体
制
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
長
崎
県
消
費
者
行
政
活
性
化
計
画
を
県
は
策

定
し
た
が
、
本
市
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制
の
充
実
、
専
門

的
な
相
談
に
も
対
応
で
き
る
体
制
の
整
備
、
啓
発

事
業
の
強
化
を
活
性
化
方
針
と
し
て
策
定
し
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
環
境
対
策
に
つ
い
て

　
◇
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
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て
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